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纏
劣
載
表
禽
記
楽

碕
究
嚢
表
會
記
事

　血函々

郭
℃
禽
日
誌
の
蚕
行
壺
並
行
し
て
、
研
究
叢
嚢
愈
”
を
催
し
、
曾
員
相

互
の
討
論
を
握
麗
し
て
ゐ
る
こ
と
は
、
第
三
號
編
塞
筏
詑
に
紹
介
せ
ら
れ

て
あ
る
漉
ゆ
瞭
あ
る
が
、
そ
の
後
昭
利
蝋
三
年
度
に
入
ウ
、
更
に
次
の
や

弓
な
聞
程
を
諏
へ
る
こ
と
と
な
つ
た
。

　
毫
干
四
玄
｝
O
不
醤
利
揚
に
於
け
る
撫
釜
と
駄
釜
と
の
調
整

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
鳥
　
正
夫

　
瓢
叢
・
竃
・
二
七
ア
メ
リ
カ
革
命
と
無
聞
　
　
　
態
砥
正
輝

　
二
叢
工
ハ
・
鱒
八
　
生
議
管
理
の
法
理
　
　
　
　
　
　
須
藤
次
郎

　
こ
三
」
六
・
は
流
　
二
協
ー
ジ
，
ラ
ン
ド
の
審
激
　
　
窩
嬉
誠
識

僑
は
婁
轟
公
嬰
こ
れ
客
ひ
、
霞
望
霰
婁
委
ね
噸

の
噂
あ
る
が
、
今
春
初
頭
來
、
識
み
に
こ
れ
を
塾
内
に
公
開
し
、
學
生
諸

溝
⑳
憩
講
を
得
で
、
霊
贋
反
省
一
の
。
機
會
を
多
く
し
て
は
魏
何
と
の
議
趨

鉱
等
．
六
月
二
九
日
（
火
）
十
層
番
数
望
に
於
い
て
、
初
の
公
開
醗
褒
曾
を

囲
槻
し
た
。

　
賞
臼
は
午
前
十
時
．
禽
長
小
池
憾
士
の
鹸
拶
に
娘
ま
ゆ
、
先
づ
會
員
米

山
甑
撰
「
輿
論
駅
態
の
分
析
に
と
題
し
、
十
敏
融
の
團
解
を
柑
ゐ
て
、
輿

絵
｝
駁
態
の
規
定
と
杷
撫
7
万
法
と
を
論
じ
、
弐
い
で
愈
員
挙
塚
助
数
授
「
蜆

治噂

代
の
妾
』
と
題
し
2
婚
姻
の
拠
俘
・
裁
暴
等
の
昏
方
圃
か
ら
虜
治
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
謀
　
　
　
（
四
〇
四
）

獅
上
の
妾
の
地
篠
を
搬
欝
し
冷
そ
の
農
止
遇
程
を
泌
つ
た
上
、
藤
妾
の
意

義
壼
爾
定
聯
休
憩
に
入
る
摯

午
後
は
噸
時
再
醗
．
會
員
中
掃
助
教
撰
「
精
紳
分
析
屡
と
政
治
理
論
扁

と
題
し
・
主
と
し
て
耳
イ
ド
離
醗
の
紹
介
を
試
み
、
（
蟹
箭
原
教
擾

は
・
霧
舶
の
敵
讐
繭
す
る
多
炭
主
義
に
封
す
る
誤
選
と
題
し
．

從
來
國
旗
主
義
を
マ
町
ン
ス
主
義
と
溝
総
し
、
無
反
雀
に
英
釆
塞
綴
と
鋤

音
し
ぞ
ゐ
る
ξ
あ
誤
謬
指
摘
・
宅
健
紀
奪
笙
次
大
験
ま

で
の
佛
國
の
立
法
・
醐
籾
簿
を
分
析
し
て
簿
國
旗
寵
義
が
そ
の
圃
時
的
な

備
陶
に
遇
ぎ
な
い
こ
と
を
論
窟
ゆ
ー
鰹
つ
て
質
疑
酎
論
に
入
り
、
研
究

磯
爽
會
虫
任
米
山
激
擾
の
挨
拶
を
似
て
欝
時
過
閉
禽
。

　
激
授
曾
が
岡
日
に
竃
な
つ
た
た
め
篭
愈
員
の
掛
席
は
、
小
池
・
前
原
・

富
崎
・
米
凶
・
内
山
・
中
赫
・
手
縁
・
穣
東
・
生
田
・
高
島
・
須
藤
の
十

｝
名
に
漁
ぎ
な
か
つ
た
が
驚
學
塗
諸
君
の
來
聴
は
案
外
に
多
く
驚
｝
時
は

教
簸
の
驚
艮
を
遙
に
趨
漁
し
た
鱒

　
か
や
弓
な
催
し
が
、
　
圃
糧
の
穣
魂
的
翠
園
氣
を
醸
成
し
律
て
，
禽
員
に

と
つ
で
も
勾
學
生
諸
鴬
に
と
つ
て
も
、
力
強
い
刺
載
と
激
鋤
と
に
な
る
の

で
あ
る
な
ら
ば
、
薪
究
澱
糞
禽
の
憲
義
は
傍
茄
せ
ら
れ
る
わ
け
で
あ
ケ
為

そ
の
濃
初
の
試
み
が
悔
離
畿
慧
霜
の
麦
持
を
鱒
て
、
吋
磁
の
威
功
を
牧
め

た
こ
と
轍
・
淘
鵡
墾
灘
な
襲
逸
あ
つ
た
。
併
し
圃
時
に
、
禽
員
に
と
つ

て
は
、
薪
究
内
容
の
翻
約
鳶
尉
漁
の
簸
地
そ
の
他
に
つ
い
て
、
毒
ふ
べ
き

副
一
窯
の
露
要
な
間
題
が
残
惑
れ
た
こ
と
を
、
鷺
愚
出
楽
な
い
の
で
あ
つ

て
物
今
鰍
皿
以
隆
『
こ
の
試
み
を
繊
綾
す
ぺ
き
や
．
轡
に
は
、
更
め
て
橡
討
の
蝕

地
が
あ
ら
亀
　
（
研
東
驚
〉


